













































































































































































































































































































































































































































































































英米 vs. 独　　 英米会計（1873～）　　　独会計学（1922～）
       財産目録　自己資本・他人資本
会計基準　　　商工省「財務諸表準則」1934　　「企業会計原則」1949　　会計基準の国際化
　　　　　　（2000頃～）
会計専門職制度　　　計理士（1927～1948）　　公認会計士（1948～）　　税理士（1951～）
簿記の検定試験　　　1950代～
その他　　　会計ソフトの普及（教育現場2005頃～）　　検定・資格試験の受験者数の減少
　　　　　（2010代～）
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Ⅲ　今日の課題：会計学習人口の減少
1．学習人口の減少傾向
・会計教育の場の減少：商業高校，経理学校，会計専門職大学院の減少
・検定・資格試験の受験者の減少
2．学習人口減少の要因
・外的要因
・会計ソフトの普及
・AI 化予測の影響
・内的要因（安藤）
・会計基準と会計教育の乖離：会計基準の高度化と教育的視点の両立困難
・核となる教育素材の喪失：「企業会計原則」の放置（最終改正1982）
・簿記教育の意義について認識不足
3．対応策
・会計ソフトの進化及び会計 AI 化予測への適切な対応
・日本公認会計士協会の「会計基礎教育の推進」計画（2016～）
・「企業会計原則」改正の急務
・会計教育の核として「企業会計原則」の復活が急務である。
・簿記教育の意義の再認識（安藤）
・簿記は，その「不易性と普遍性」に加えて，教育の基本である「読み，書き，そろば
ん」を包含することから，抜群の商業教育科目である。
・計算機時代の今日でも初等教育で算数（加減乗除）教育は必須とされているが，これ
は算数（日常生活及び社会生活に必要な計算）をブラックボックス化しないためであ
る。これと同じで，会計機械化の時代にあっても簿記教育は必要である。
・経済に会計は不可欠であり，会計に簿記は不可欠である。簿記教育の放棄は，会計さ
らには経済のブラックボックス化につながる。
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